
一、 単語10﹪  
次の各問の①～④から適当な番号を 1 つ選んで、（ ）に入れてください。 
(1) 準備  （  ）①つんぴ  ② じゅんぴ ③つんび  ④ じゅんび 
(2) 意味  （  ）①いび   ② ひみ   ③いみ   ④ ひび 
(3) ぼうし （  ）①をきる  ②をかぶる  ③をはく  ④をつける 
(4) 慢　  （  ）①ショキンク②ジョキンク ③ジョギング④ジョギンク 
(5) じこくひょう(  ）①自国表  ②至極評   ③地獄票  ④時刻表 
(6) エアコン（  ）①を消します②が閉めます ③をやめます ④が消しま

す 
(7) 公尺  （  ）①メートル ②メトール  ③メトル  ④メートール 
(8) 百貨店 （  ）①デバート ②テパート  ③テバート ④デパート 
(9) 自転車 （  ）①を乗る  ②に乗る   ③が乗る  ④へ乗る  
(10) 家内  （  ）①太太   ②家裡    ③家族   ④家庭 
 
二、 助詞 20　(重複不可) 
次の各問の A～J から適当なものを 1 つ選んで、(1)～(10)にそれぞれ入れてく

ださい。 
 

Aが          Bで      Cでも       D と    Eに      Fの  

Gは      Hまで     I までに    Jを           

  

☆「お休みなさい」は英語 (1)何(2)言いますか。 

☆ すみません、駐車場はどこですか。 

…この道(3)まっすぐ行って、橋を渡ると、右(4)あります。 

☆もう少し小さい(5)がありますか。                          

☆ ここから駅(6)歩いて三分ですから、とても便利です。 

☆ パソコン(7)できる人(8)何人ですか。                      

☆ 来週の木曜日(9)レポートを出さなければなりません。 

☆ ちょっとお茶(10)飲みませんか。 

解答欄 

(1)   (2)   (3)   (4)   (5)    

(6)   (7)   (8)   (9)   (10) 

 

三、読解 20﹪ 
文章を読みながら、次の問題を答えてください。 
日本には抹茶を立てる茶道があって世界的に有名です。(1)、実は、抹茶のほかに煎

茶というお茶の飲み方(2)あります。それを飲むとき、お茶の葉を急須に入れて熱湯を

注いで、(3)その煎じ汁を飲みます。この飲み方が最初に日本に伝えたのは江戸時代の

初めだそうです。抹茶よりは歴史が短いが、入れ方がずっと簡単(4)、一般家庭でもす

ぐできます。今になっ(5)、お客さんが来たら、すぐそのお茶を出すという習慣がまだ

日本にあるそうです。 
選択問題 

1(   ) A ですから B たとえば Cそれから Dでも                        P.1 



2(   ) A もちろん Bそれから Cも D まず                                

3(   ) A ところで Bそれから Cまず Dでも 

4(   ) A だから Bでも C だが Dだったら 

5(   ) A だから Bても C だが Dたったら 

〇×問題 

6(   ) 日本では、茶道はどんな家庭でもすぐ簡単にできる。 

7(   ) 日本では、一番早く歴史に登場したお茶は煎茶です。 

8(   ) 江戸時代後期、日本人は抹茶や煎茶を飲んでいた。 

9(   ) 煎茶を入れるとき、たくさんの道具が要り、長い時間がかかる。 

10(   )日本では、誰が来たら、すぐ抹茶を出すという習慣がある。 
 

四、翻訳30﹪     
A次の日本語を中国語に翻訳してください。 
(1) この会社は新しいアイデアの下着を次々と作っています。 
 
(2) 聖徳太子は子供の時、勉強が好きで、馬の乗り方も上手で、友達がたくさ

んいました。 
 
(3) 私はいくら好きなことをしても、安定した生活ができなかったら、幸せに

なることはできないと思います。       
 
(4) 大名は自分の藩と江戸にうちがあって、藩に 1 年、江戸に 1 年、住まなけ

ればなりませんでした。 
 
(5) おばあちゃんが来た時、僕は学校で習った歌を歌ってあげます。 
 

B次の中国語を日本語に翻訳してください。 
(1) 放假的日子打打網球啦，散散步啦。 
 
(2) 我覺得日本的東西真的很貴。 
 
(3) 山田先生的興趣是彈鋼琴。 
 
(4) 我來叫計程車吧！ 
 
(5) 這裡可以照相嗎？ 
 
五、簡単な自己紹介をしてください。20﹪ 
 
 
 
 
                                                                 P.２  


